
事例２：働く世代をターゲットにした          
      地域・職域連携活動 



平成24年度 

袋井市の健康づくり 

静岡県袋井市 
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静岡県袋井市 
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 １ 人口             ８６，８５９人（男性４３，８０９人 女性４３，０５０人）  平成２５年１月１日現在  

 ２ 面積              １０８．５６平方キロメートル  

 ３ 高齢化率           １９．１％（男性４３，８７０人 女性４３，０１８人）  平成２４年４月１日現在            

 ４ 幼稚園           市立幼稚園１５園   私立幼稚園２園 

 ６ 小・中・高等学校     小学校１２校  中学校４校  県立高等学校２校   

 ７ 公民館数・自治会数   １３公民館・ １７４自治会   

 ８ 市内主要事業所数    ４６社 平成２４年４月１日現在        
     （従業員100人以上）   

 ５ 保育所（園）               市立保育所２か所  私立（認可）保育園１０か所  
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  合併前の旧袋井市において、平成５年11月３日に「日本一健康文

化都市宣言」を行い、平成17年４月１日に旧浅羽町と合併し、現在

の袋井市となり、市制施行５周年を機に、新市として、平成22年５

月16日に「日本一健康文化都市宣言」を行いました。 

 
『日本一健康文化都市』とは 

 

 健康文化都市とは、心と体の健康はもとより、家庭や地域が温かく、都市と自然が調和するな

ど、人もまちもすべてが健康で、この地に暮らすみんなが、郷土に対する“誇り”と“喜び”を

感じ、生活の向上と地域の発展を志向していくまちのことです。 

 健康文化都市を実現するためには、共生・協働・交流をもって、みんなで人づくりとまちづく

りに取り組むことが必要であり、高いこころざしの下に、明確な目標を持ち、自らが胸を張って

誇れるまちを築くため“日本一”を掲げます。  

 すべての人々がこれを共通の理念として、後世にまで受け継いでいくこととします。 

 

『健康文化』とは... 
 

 健康づくりをしやすい機運の醸成、健康づくりの動機付け支援と健康的な生活習慣の定着を促

し、健康づくりが人と人、人と社会をつなぎ、人やまちを幸せにすることを理念として、健康づ

くりを市民運動化、文化としようとするものです。 
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 ・平成17年度に健康づくり計画（前期計画）を策定 
 ・平成23年度から平成27年度までの５か年の後期計画を策定 
 

袋井市健康づくり計画 後期計画（平成23年度～平成27年度） 
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   豊かな人生と健康長寿の実現のため、市民 
 一人ひとりの健康的な生活習慣の定着を目指 
 した市民総参加の健康づくり運動です。 
 
 

 「健康チャレンジ!! すまいる（ＳＭＩＬＥ）運動」 

「健康チャレンジ!! すまいる（ＳＭＩＬＥ）運動」とは….. 

          ７月１日～１１月３０日（５か月間） 
          ＜健康マイレージ制度実施期間＞ 
重点期間 

６ 



平成24年度の健康増進事業（健康チャレンジ!!すまいる運動）の体系図 
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   健康づくりをポイント化し、貯まったポイントを公共施設利用券 

や民間の登録サービス券と交換、あるいは、幼稚園や学校等へ
のポイント寄付を通じて社会貢献ができる制度です。 

社会の健康 市民の健康 

健康マイレージ制度ってなに？ 

 「健康チャレンジ!! すまいる運動」 

「健康マイレージ制度」 

８ 



民間の登録サービス券と交換 

幼稚園・学校へポイント寄付 
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り 
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 公共施設利用券と交換 さらなる健康増進 

実 

践 

状 

況 

を 

ポ 

イ 
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まちの活性化 

教育環境の充実 

 健康マイレージ制度の概要 

～あなたを、まちを元気にする制度です！～ 
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参加方法 １  ～“ｅ－すまいる（携帯電話）”を活用する～ 

③ 実践状況をメールに入力 

④ 実践状況に応じてポイント取得 

【最大】 
  １０１８円／５か月     

最大３ポイント／日      

１ポイント＝２円     

① 初期登録 

運動系の健康づくりの目標を立て、実践 

食事系の健康づくりの目標を立て、実践 

②ポイント対象活動 

登録特典５０ポイント      

 
ウオーキング（歩数又は歩行時間）の記録   
 

実践記録 
入力画面 
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参加方法 ２   ～ “すまいるカード ” を活用する ～ 

食事系の健康づくりの目標を立て、実践 

② 実践状況を記録して市へ提出 

① ポイント対象活動 

③ 実践状況に応じてポイント取得 

最大３ポイント／日      【最大】 
  ９１８円／５か月     １ポイント＝２円     

運動系の健康づくりの目標を立て、実践 

ウオーキング（歩数又は歩行時間）の記録   

記 入 例 

１１ 



子ども達の参加方法 ～ “すまいる手帳 ” を活用する ～ 

② 実践状況を記録して学校等へ提出 

① 「健康づくり（食育）」と「徳育」の２つの取 
  組目標をそれぞれ立てて実践 

  ＜６月15日～７月14日の１か月間＞ 

④ 実践状況に応じて全て学校等に報賞金 
  （10月末）※全て学校等の寄付に充てます。 

教育環境をみんなで良くしよう！   

③ 実践状況を集計して市へ報告・提出    
  （９月末） 

各目標１５ポイント      

最大３０ポイント      

１ポイント＝２円     
１２ 



 すまいるカード 

入力・交換申請は全て携帯電話 

公共施設利用券や民間の登録サービス券と交換 

幼稚園や学校等にポイント寄付 

 

すまいるカードに寄付先を記
入（専用ハガキで申請） 

 

【交換期限】 平成２５年１月３１日（木）まで 

  e-すまいる（携帯電話） 

来庁は不要 

 
申請された利用券等は 
市が申請者に郵送 

 

 
ポイント寄付 

 

 
ポイントを交換・寄付しよう ～市への申請が必要～ 

 

 

郵  送 
 

すまいるカードに利用券の
交換を記入（市にポイント確
認後、専用ハガキで申請） 

入力画面で寄付先を入力 
入力画面で利用券の交換
を入力 
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健康マイレージ制度参加者等 

 

１４ 



 
出前健康教室 

 

１５ 



 
出前健康教室の状況（H17～H24） 
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 事業所出前健康教室 

 「事業所出前健康教室」は、生活習慣病の主な対象世代となる
４０代～５０代（働く世代）にアプローチできることから、事業
所に訪問し、積極的に出前健康教室の開催を呼び掛けるとともに、
「健康マイレージ制度」や健康年齢測定事業などの活用も併せて
ＰＲしている。 

「健康年齢測定器」を使って、実年齢
とのギャップから、健康づくりや特定
検診受診などの“きっかけ”となるよ
うご活用いただけます。 

『健康年齢測定器』 

＜平成24年度新規事業＞ 

 
↑血管年齢測定器     ↑肺年齢測定器 
 (ＢＣチェッカー)      (スパイロメーター） 
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「糖尿病予備群ゼロ作戦」を平成23年
度から重点施策として推進しています。 

糖尿病が増えている！ 

    平成２１年度の４０歳から７４歳の特定健診受診者のうち「糖尿病が疑われる人（ＨｂＡ１ｃ６．１％以上の人）」の

割合を見ると、袋井市は県内３５市町国民健康保険者中１番高いという結果でした。 

  糖尿病の予備群を含めると、実に健診をうけていただいた方 

の約２/３の方が糖尿病に注意をして欲しい方々です。 

  糖尿病の症状で思い浮かべるのは、「のど 

が渇く」「だるい」「体重が減ってきた」などだと 

思いますが、その症状が出るのは糖尿病がか 

なり悪化したときです。 

   自覚症状に頼らず、特定健診を受けましょう。 

 

  でも・・・袋井市は平成２１年度の受診率
が県内２位！（２３市中では１位） 
  たくさんの方が健診を受けてくれたから、
糖尿病の方が多く見つかっているのです!! 
  健診で自分の身体の状態を知ることが
出来れば、糖尿病を予防したり進行を防ぐ
事も可能です。 
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～糖尿病の発症予防と重症化予防の推進～ 

平成24年度 糖尿病予備群ゼロ作戦 
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事業所に対する健康支援事業 

２０ 



事業所に対する健康支援事業の成果等 

・14社の従業員120人が新たに参加した。    
・健康マイレージ制度全体では、参加者10,038人、う 
 ち「ｅ－すまいる」参加者556人（187人増）となっ  
 た。              
・Ａ社では、全従業員（83人）が「ｅ－すまいる」に 
 参加し、市から提供した実践状況のデータにより優 
 秀者の表彰を実施している。 
・従業員の日々の健康づくりの状況が管理でき、取り  
 組みの目標が立てやすい。（事業所担当者より）      
    

・出前健康教室を実施した事業所のうち７社が併せて  
 事業を実施した。 
・健康講話と測定器を使った健康教室のため、従業員  
 が興味を持ち、募集も楽であったし、充実した内容 
 で良かった。（事業所担当者より） 
・禁煙講話は、事前に肺年齢の測定をし、自分の健康 
 状態を知ったうえで受講したため、禁煙の必要性が 
 分かりやすかった。（参加者より）    

・事業所訪問により７社が実施した。 
・運動指導者を手配するのは、手間がかかるので、大  
 変助かる。（事業所担当者より）   
・普段意識して使わない筋肉を動かし、リズムに合わ 
 せての体操が楽しかった。（参加者より）  
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事業所に対する健康支援事業の今後の課題等 

 事業所訪問は、健康マイレージ制度（７月～11月）の開始前に実施したが、事業所の
行事スケジュールに組み込んでいただくため、訪問時期を検討する。 

１ 訪問時期の検討 

 事業所によって取り組み内容に差があるため、事業所の課題を把握して健康支援事
業の事例紹介や事業の主旨について説明し、事業所にあわせた事業提案に努める。 
 「ｅ－すまいる」は、年間を通して利用でき、市から健康づくりの実践状況を事業所
単位でデータ提供ができるため、Ａ社のように事業所単位で取り組んだ事例を紹介し、
各社のニーズにあわせた取り組みに対応できるよう事業提案に努める。 
 
 

２ ニーズに合わせた取り組み 

３ 事業所との連携 

 健康増進事業に取り組んでいただくためには、担当者の理解を深めることが重要であ
り、他の事業も含めて情報提供を行い、日頃から連絡を密にして信頼関係を築くように
努める。 
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説明は以上です。 

ご清聴ありがとうございました 

２３ 


